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昭
和
二
十
六
年
八
月
の
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
短
歌
特
集
』
 
（
「
短
歌
研
究
」
）
の
．

「
弔
旗
」
十
首
を
も
っ
て
塚
本
邦
雄
の
歌
壇
へ
の
デ
ヴ
ュ
ー
は
始
ま
る
。
そ
し

て
そ
れ
以
降
の
、
殊
に
昭
和
三
十
年
代
の
前
衛
短
歌
運
動
の
旗
手
と
し
て
の
塚

本
に
つ
い
て
は
よ
ぐ
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
の
彼
の
伝
記
と
文
学
的
経

歴
に
つ
い
て
は
よ
く
知
ら
れ
る
も
の
で
鳳
あ
り
得
な
か
っ
た
。
昭
和
二
十
六
年

八
月
（
実
際
は
十
月
）
の
『
水
葬
物
語
」
の
刊
行
と
い
え
ど
も
当
時
に
お
け

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
オ
 
ソ
ド
ツ
ク
ス

る
反
響
は
皆
無
に
等
し
い
状
態
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
本
格
的
な
木
俣
修

に
よ
る
『
昭
和
短
歌
史
』
に
付
さ
れ
た
「
昭
和
短
歌
史
年
表
」
の
昭
和
二
十
六

年
末
項
を
み
て
も
、
山
田
あ
き
歌
集
『
柑
」
（
五
月
）
、
斎
藤
茂
吉
歌
集
『
石

泉
』
（
六
月
）
、
宮
柊
二
歌
集
「
晩
夏
』
（
同
）
、
近
藤
芳
美
歌
集
『
歴
史
』
 
（
十

一
月
）
等
二
十
二
歌
集
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
塚
本
邦
雄
の
『
水
葬
物
語
』

は
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
最
近
、
菱
川
善
夫
が
「
戦
後
派
歌
人
の
単
調
な

リ
ア
リ
ズ
ム
が
、
よ
う
や
く
表
面
化
し
う
つ
あ
っ
た
と
き
、
」
ア
リ
ズ
ム
に
死

を
宣
告
す
る
一
冊
の
衝
撃
的
な
歌
集
が
刊
行
さ
れ
た
。
昭
和
二
十
六
年
、
突
如
，

と
し
て
あ
ら
わ
れ
た
塚
本
邦
雄
の
『
水
葬
物
語
」
が
そ
れ
で
あ
る
。
」
（
『
歌
の

あ
り
か
」
）
と
評
価
し
な
お
し
た
段
階
で
あ
る
。

 
今
の
と
こ
ろ
も
っ
と
も
詳
し
く
て
信
頼
の
お
け
る
塚
本
邦
雄
の
年
譜
と
し
て

政
田
塔
生
の
作
制
し
た
「
塚
本
邦
雄
年
譜
」
（
「
国
文
学
」
昭
5
1
・
1
）
と
同

、
「
年
歯
」
（
『
定
本
塚
本
邦
雄
湊
合
歌
集
《
別
巻
》
』
所
収
）
が
あ
る
。
そ
れ
に

よ
る
と
塚
本
の
出
生
と
学
生
時
代
・
戦
申
・
戦
後
は
次
の
よ
う
な
も
の
と
し
あ

あ
っ
た
こ
と
が
解
る
。

 
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
年
）
八
月
七
日
、
塚
本
邦
雄
は
「
滋
賀
県
神
崎
郡

五
個
蕪
村
字
川
並
に
父
塚
本
欽
三
郎
 
（
明
治
一
一
年
生
）
母
壽
賀
 
（
薔
姓
外

村
、
明
治
二
三
年
生
）
の
次
男
と
し
て
」
生
ま
れ
て
い
る
。
父
は
こ
の
年
十
二

月
「
四
十
二
歳
で
死
去
」
し
「
爾
後
姉
妹
兄
弟
計
四
人
母
の
手
で
訓
育
を
受
け

る
」
こ
と
に
な
る
。
こ
の
大
正
十
一
年
と
い
う
年
に
は
、
三
月
、
全
国
水
平
社

が
結
成
さ
れ
、
七
月
、
日
本
共
産
党
が
非
合
法
に
結
成
さ
れ
た
が
、
翌
年
六
月

に
は
第
一
次
共
産
党
検
挙
、
九
月
に
は
関
東
大
震
災
。
大
杉
栄
、
平
沢
計
七
ら

が
拒
殺
さ
れ
る
と
い
う
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
の
き
び
し
い
時
代
の
変
換
の

時
期
で
も
あ
っ
た
。
歌
壇
で
は
あ
ま
り
動
き
は
な
く
、
佐
佐
木
信
綱
の
『
常
盤

木
』
（
一
月
）
、
石
原
純
「
土
日
」
（
五
月
）
、
小
泉
ぎ
三
「
夕
潮
』
（
八
月
）
等

が
刊
行
さ
れ
た
に
と
ど
ま
る
。
た
だ
こ
の
前
後
の
文
学
者
と
し
て
大
正
十
三
年
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に
は
、
塚
本
に
多
大
の
影
響
を
あ
た
え
た
三
島
由
紀
夫
が
生
ま
れ
、
又
、
吉
本

隆
明
、
安
部
公
房
が
出
生
し
て
い
る
こ
と
が
銘
記
さ
れ
て
も
よ
い
。

 
昭
和
四
年
目
一
九
二
九
年
）
、
「
五
個
蕪
小
壁
校
入
學
」
。
昭
和
十
年
（
一
九

三
五
年
）
、
「
紳
崎
商
業
入
學
」
。
そ
し
て
昭
和
十
五
年
（
一
九
四
〇
年
）
、
「
彦

根
高
商
に
入
學
」
し
て
い
6
。
塚
本
の
芸
術
方
面
に
お
け
る
天
稟
は
五
個
荘
小

学
校
入
学
以
前
の
「
附
薦
幼
稚
園
時
代
か
ら
圖
書
に
天
才
的
な
閃
き
を
示
」

し
、
神
崎
商
業
時
代
に
は
『
千
一
夜
物
語
」
 
『
萬
葉
集
』
 
『
赤
光
」
 
『
桐
の

花
』
 
『
み
だ
れ
髪
」
等
に
心
酔
し
て
読
破
し
て
い
た
こ
と
が
政
田
容
生
の
解
説

に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
こ
の
時
期
に
お
い
て
も
っ
と
も
大
切
な
ご

と
は
、
・
彦
根
高
商
に
入
学
し
て
か
ら
「
佛
語
に
強
陣
・
商
業
科
目
に
興
味
な

し
。
文
學
、
為
書
、
音
義
す
べ
て
フ
ラ
ン
ス
物
に
耽
溺
」
と
い
う
仏
語
の
開
眼

が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
フ
ラ
ン
ス
語
へ
の
開
眼
と
造
詣
が
「
『
水
葬
物
語
』
て

の
は
処
女
作
ら
し
い
若
々
し
さ
と
未
熟
さ
の
混
合
物
だ
け
ど
、
敗
戦
直
後
の
大

阪
に
棲
ん
で
、
共
に
仏
文
を
学
び
、
共
に
フ
ラ
ン
ス
や
ス
ぺ
そ
ン
の
文
化
、
そ

れ
も
中
世
や
ベ
ル
・
エ
ポ
ッ
ク
の
頃
の
そ
れ
に
身
体
ご
乏
の
め
り
込
ん
で
い
た

ら
し
い
青
年
の
将
情
歌
で
あ
っ
て
、
い
う
な
ら
ば
そ
う
い
う
生
活
を
し
て
い
た

生
活
者
の
詠
歌
と
し
て
は
」
こ
れ
以
外
あ
る
ま
い
と
い
っ
た
作
品
集
と
し
て
読

め
る
ん
だ
。
」
（
『
辺
境
よ
り
の
註
釈
」
）
と
い
う
岡
井
隆
の
指
摘
に
も
あ
る
よ

う
に
『
水
葬
物
語
」
の
素
地
と
な
っ
て
い
る
。

 
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
年
）
、
第
二
次
世
界
大
戦
下
に
お
い
て
「
動
員
令

に
よ
り
八
月
中
愚
書
幸
臣
海
軍
工
廠
に
徴
用
さ
れ
る
」
こ
と
に
な
る
。
昭
和
十

九
年
（
一
九
四
四
年
）
八
月
末
「
母
死
亡
」
し
［
空
襲
激
化
、
蓮
日
身
邊
に
死

者
を
見
、
明
日
の
生
は
全
く
豫
嬉
し
得
ず
」
と
い
う
状
態
が
つ
づ
き
敗
戦
を
む

か
え
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
二
十
歳
か
ら
二
十
三
歳
の
期
間
で
む
か
え

た
戦
争
体
験
、
敗
戦
体
験
を
通
じ
て
戦
中
後
期
派
に
共
通
す
る
自
我
亡
失
が
内

部
に
沈
潜
し
現
実
へ
の
ネ
ガ
テ
ィ
ヴ
な
視
点
が
塚
本
に
あ
た
え
ら
れ
る
こ
と
に

な
る
。
た
だ
塚
本
に
と
っ
て
、
敗
戦
以
前
の
昭
和
十
九
年
の
母
の
死
を
き
っ
か

け
に
「
挽
歌
百
首
を
制
作
、
筐
底
に
秘
め
る
」
と
い
う
短
歌
創
作
の
項
と
、
こ

の
年
「
大
阪
の
歌
誌
『
青
樫
』
に
参
加
、
月
月
作
品
を
護
表
・
同
人
と
な
る
」

と
い
う
歌
誌
参
加
の
項
が
政
田
再
生
の
「
年
譜
」
に
は
み
え
る
の
で
あ
る
が
、

本
格
的
に
「
魂
の
レ
ア
リ
ス
ム
」
を
実
践
し
、
結
晶
す
る
に
い
た
る
作
品
は
敗

戦
後
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

 
昭
和
二
十
年
 
（
一
九
四
五
年
）
、
「
敗
職
と
土
ハ
に
露
郷
、
 
つ
て
を
求
め
て
元

三
菱
系
綜
合
量
器
又
一
株
式
會
肚
に
就
職
、
兵
庫
寮
川
邊
郡
川
西
町
寺
畑
に
居

住
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
昭
和
二
十
三
年
目
一
九
四
七
年
）
五
月
、

「『

ﾂ
樫
』
同
人
竹
島
慶
子
と
結
婚
、
岡
山
出
張
所
に
赴
任
」
し
、
昭
和
二
十

四
年
（
一
九
四
九
年
）
、
「
長
男
青
史
誕
生
」
と
い
う
一
見
、
平
凡
な
一
商
社
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
し
て
の
塚
本
邦
雄
の
日
常
的
な
像
が
あ
る
。
だ
が
一
方
、
こ

の
時
期
の
昭
和
二
十
二
年
、
「
前
川
佐
美
雄
に
師
事
、
 
『
日
本
歌
人
』
に
短
歌

を
獲
表
、
未
知
の
杉
原
一
司
の
活
動
に
注
目
」
し
、
翌
二
十
三
年
「
杉
原
一
司

に
會
い
意
氣
投
合
、
新
詩
登
刊
を
目
論
」
み
、
さ
ら
に
翌
二
十
四
年
八
月
、
同
人

 
 
メ
 
ト
 
 
 
ド

誌
「
嵐
ひ
9
0
傷
。
」
を
杉
原
一
司
、
生
島
資
子
、
岸
本
光
治
、
稗
田
雛
子
ら
と
発

行
す
る
と
い
う
、
短
歌
に
と
こ
と
ん
め
ぎ
め
て
ゆ
く
も
う
一
つ
の
像
が
あ
る
。

こ
の
杉
原
一
司
と
の
出
会
い
こ
そ
、
塚
本
邦
雄
が
白
鷺
三
十
一
音
の
外
的
合
概

念
性
に
よ
る
短
歌
の
魔
の
呪
縛
か
ら
の
が
れ
「
方
法
」
意
識
に
め
ざ
め
「
魂
の

レ
ア
リ
ス
ム
」
を
駆
使
す
る
よ
う
に
な
っ
た
第
一
歩
と
し
て
位
置
ず
け
る
こ
と

が
出
来
る
の
で
あ
る
。
 
「
蜜
σ
浮
。
庫
Φ
」
は
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
の
二
頁
で
、
昭
和
二

十
四
任
八
月
に
創
刊
さ
れ
、
約
半
年
後
に
は
廃
刊
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
片
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腕
と
も
た
の
む
杉
原
一
司
が
、
天
理
外
語
在
学
中
に
病
気
に
か
か
り
急
逝
し
た

か
ら
で
あ
る
。
『
水
葬
物
語
」
の
「
駿
」
文
に
は
「
僕
た
ち
は
共
同
の
實
験
室

で
、
こ
の
殿
堂
の
す
べ
て
の
構
成
要
素
を
ハ
よ
り
精
密
な
よ
り
健
康
な
方
程
式

に
よ
り
、
創
造
す
べ
く
孜
孜
と
螢
み
つ
づ
け
た
。
方
程
式
を
、
僕
た
ち
は
か
り

に
『
方
法
』
と
よ
び
、
ラ
ボ
ラ
ト
リ
ー
を
『
メ
ト
ー
ド
』
と
名
づ
け
た
。
そ
の

む
く
い
の
無
い
、
然
し
光
弾
あ
る
い
と
な
み
の
牛
ば
、
一
九
五
〇
年
五
月
二
一

日
、
こ
の
實
験
室
の
創
始
者
は
、
た
ぐ
い
稀
な
才
能
を
ひ
め
て
天
訳
し
た
。
畏

友
杉
原
一
司
二
十
五
歳
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

 
編
集
人
は
「
生
島
資
子
」
と
な
っ
て
お
り
、
発
行
所
は
「
大
阪
市
東
住
吉
区

湯
里
町
十
三
 
メ
ト
ー
ド
肚
」
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
稗
田
雛
子
の
住
所
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
が
印
刷
所
は
「
鳥
取
市
西
町
三
〇
三
ノ
一
 
田
中
印

刷
所
」
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
お
も
う
と
き
、
当
時
塚
本
邦
雄
は
松
江
勤
務
と

な
っ
て
お
り
、
住
所
も
「
松
江
市
東
本
町
田
ノ
ニ
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
お
も
い

あ
わ
せ
、
校
正
、
編
集
の
実
質
的
な
役
割
は
や
は
り
塚
本
邦
雄
と
鳥
取
出
身
の

杉
原
一
司
の
二
人
が
や
っ
て
い
た
止
み
る
こ
と
が
出
来
る
。

 
こ
の
「
］
≦
騨
び
。
畠
。
」
七
巻
の
総
目
次
を
整
理
し
て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な

る
。

二

 
同
人
誌
「
竃
ひ
爵
。
α
Φ
」
は
、
昭
和
二
十
四
年
八
月
十
日
に
刊
行
さ
れ
た
第
一

巻
第
一
号
の
八
月
号
か
ら
昭
和
二
十
五
年
二
月
十
日
発
行
の
第
二
巻
第
二
号
の

二
月
号
ま
で
の
通
巻
七
号
を
も
っ
て
事
実
上
終
っ
た
と
み
る
こ
と
が
出
来
る
。

タ
ブ
ロ
イ
ド
版
二
頁
の
新
聞
形
式
の
も
の
で
あ
る
。
同
人
は
塚
本
邦
雄
と
杉
原

一
司
、
そ
れ
に
創
刊
号
の
「
主
要
同
人
住
所
録
」
を
み
る
と
、
そ
の
他
生
島
資

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

子
、
岸
本
光
治
（
稗
田
雛
子
（
第
二
巻
第
一
号
か
ら
稗
田
宰
子
と
名
前
を
か
え

て
い
る
）
の
単
名
が
名
前
を
つ
ら
ね
て
い
る
。
誌
面
上
で
は
、
さ
ら
に
行
則
十

四
子
と
小
谷
五
郎
と
塚
本
慶
子
の
三
人
が
創
刊
号
に
短
歌
や
エ
ッ
セ
イ
を
載
せ

て
い
る
。
二
号
以
降
、
「
主
要
同
人
住
所
録
」
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
行

則
十
四
子
は
事
実
上
終
刊
号
と
な
っ
た
七
号
を
除
い
て
作
品
を
載
せ
て
い
る
の

で
同
人
と
み
な
し
て
．
も
よ
い
だ
ろ
う
。
小
谷
五
郎
は
そ
の
の
ち
四
号
で
も
う
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

度
エ
ッ
セ
イ
を
載
せ
て
い
る
。
塚
本
慶
子
は
、
の
ち
竹
島
慶
子
と
い
う
名
前
で

七
号
に
も
う
一
度
短
歌
を
発
表
し
て
い
る
。
そ
の
他
で
二
号
以
降
、
新
し
い
名

前
が
一
度
だ
け
み
え
る
の
が
、
早
川
則
之
と
奥
靖
子
で
あ
る
。

一
巻
一
号
（
昭
和
2
4
年
8
月
1
0
日
発
行
）

方
法
の
位
置
一
や
さ
し
い
短
歌
論

ア
ル
カ
リ
歌
書

視
箆

森
に
て

新
居

坊
や

指
・
手

夜
景

青
葉
風

齋
藤
史
論
（
上
）
1
「
魚
歌
」
を
申
心
と
し
て

フ
オ
ワ
イ
エ

 
m
田
地
圖
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
エ
ッ
セ
イ
）

 
②
手
拭
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
エ
ッ
セ
イ
）

 
 
八
月
号

 
 
（
評
論
）
杉
原

（
短
歌
1
5
首
）
塚
本

 
 
（
時
評
）
岸
本

（
短
歌
5
首
）
稗
田

（
短
歌
3
首
）

（
短
歌
1
首
）
塚
本

（
短
歌
4
首
）
杉
原

（
短
歌
5
首
）
岸
本

（
短
歌
4
首
）
生
島

 
 
（
評
論
）
塚
本

脂光邦一
子治雄司

行
則
十
四
子邦資光一慶

雄子治単子

小
谷
 
丑
郎

稗
田
雛
子

2
頁

111222222222
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塚
本
邦
雄
に
お
け
る
初
期
の
位
相
 
1
「
罎
鰹
げ
○
住
Φ
」
を
中
心
と
し
て



 
㈲
ユ
ダ

 
ω
雨
晴
計

ク
リ
ス
タ
ロ
イ
ド

主
要
同
人
住
所
録

（
エ
ッ
セ
イ
）
生
島
 
資
子

（
エ
ッ
セ
イ
）
塚
本
 
邦
雄

 
（
後
 
記
）
無
署
 
名

 
 
 
 
 
 
、

二
巻
二
号
（
昭
和
2
4
年
9
月
1
0
日
発
行
）
 
 
九
月
号

感
傷
排
除
の
態
度
 
 
 
 
 
「
 
 
 
 
（
評
論
）
．
杉
原

視
畳
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
時
評
）
生
島

扇
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
短
歌
8
首
）
塚
本

牧
笛
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
短
歌
4
首
）
岸
本

青
桐
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
短
歌
2
首
）

鳩
の
目
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
短
歌
4
首
）
生
島

商
談
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
短
歌
2
首
）
早
川

．
風
景
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
短
歌
-
首
）
杉
原

海
に
て
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
短
歌
7
首
）
稗
田

齋
藤
史
論
（
中
）
一
「
魚
歌
」
を
中
心
と
し
て
（
評
論
）
塚
本

フ
オ
ワ
イ
エ

 
A
U
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

 
ω
速
度

 
㈲
ア
ル
コ
ー
ル
と
部
費

ク
リ
ス
タ
ロ
イ
ド

一
巻
三
号
（
昭
和
2
4
年
1
0
月
1
0
日
発
行
）

 
特
集
風
刺
の
精
神

光邦資一
治雄子司

行
則
十
四
子邦雛一則資

雄子司之子

（
エ
ッ
セ
イ
）
岸
本
 
光
治

（
エ
ッ
セ
イ
）
杉
原
 
一
司

（
エ
ッ
セ
イ
）
，
稗
田
 
雛
子

（
後
記
）
無
署
名

十
月
号

22222
頁

 
111111111222222

頁

現
代
文
學
と
風
刺
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
評
 
論
）

風
刺
精
神
と
背
景
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
評
 
論
）

ご
く
そ
ぼ
く
で
し
か
も
ち
い
さ
な
お
ぼ
え
が
き
（
評
論
）

風
刺
的
作
品

 
將
軍
像
 
 
 
 
 
・
 
 
 
 
 
（
短
歌
5
首
）

 
考
現
學
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
短
歌
4
首
）

 
平
和
解
由
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
短
歌
7
首
）

 
帳
面
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
歌
短
4
首
）

 
戯
作
．
 
 
 
 
 
．
 
 
 
 
 
（
短
歌
3
首
）

 
位
置
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
短
歌
5
首
）

 
白
き
石
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
短
歌
4
首
）

齋
藤
史
論
（
下
）
1
「
魚
歌
」
を
中
心
と
し
て
（
評
論
）

硯
箆
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
時
評
）

ク
リ
ス
タ
ロ
イ
ド

一
巻
四
号
（
昭
和
2
4
年
1
1
月
1
0
日
発
行
）
 
十
一
月
号

「
ナ
ル
シ
ス
」
に
就
い
て

内
部
に
つ
い
て

硯
畳

秋
の
歌

殿
れ
た
乳
房

果
樹
園

樹
と
共
に
揺
れ

塚
本
邦
雄

岸
本
光
治

杉
原
一
司

奥杉生塚稗岸
 原島本田本

靖一資邦雛光
子出子雄子治

行
則
十
四
子

塚
本
邦
雄

岸
本
光
治

無
 
署
 
名

 
（
評
 
論
）
塚
本
 
邦
雄

（
短
歌
7
首
）
杉
原
 
一
司

 
（
時
 
評
）
杉
原
・
一
司

（
短
歌
8
首
）
碑
田
 
雛
子

（
短
歌
8
首
）
岸
本
 
光
治

（
短
歌
5
首
）
生
島
 
資
子

（
短
歌
4
首
）
行
則
十
四
子

1111111112．
9
白

22
頁

112222
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、



い
国
ω
℃
O
固
≦
国
ω
U
閑
O
い
》
弓
H
O
d
国

古
代
樂
章

フ
オ
ワ
イ
エ

 
ω
蝶
の
間

 
ω
循
環

 
紛
マ
リ
ア

（
短
歌
1
2
首
）
塚
本
邦
雄
 
2

（
エ
ッ
セ
イ
）
小
谷
 
五
郎
 
 
2

（
エ
ッ
セ
イ
）
岸
本
光
治

（
エ
ッ
セ
イ
）
杉
原
 
一
司

（
エ
ッ
セ
イ
）
生
自
岬
 
盗
八
子

一
巻
五
号
（
昭
和
2
4
年
1
2
月
2
5
日
発
行
）
 
十
二
月
号

文
學
と
記
録
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
評
 
論
）
岸
本
 
光
治

踊
子
 
 
 
 
 
 
 
一
 
 
 
 
 
バ
短
歌
6
首
）
生
島
資
子
'

封
蟻
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
短
歌
7
首
）
岸
本
 
光
治

葡
萄
酒
 
 
 
 
 
．
 
 
 
 
 
 
（
短
歌
3
首
）
行
則
十
四
七

つ
ま
さ
き
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
短
歌
6
首
）
稗
田
 
雛
子

視
畳
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、
 
（
時
 
評
）
塚
本
 
邦
雄

砂
丘
 
 
 
 
 
 
 
 
 
噛
 
・
 
 
（
エ
ッ
セ
イ
）
杉
原
 
一
司

實
瞼
室
 
・
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
短
歌
4
聯
8
首
）
塚
本
 
邦
雄

蜀
○
尾
中
肉

 
ω
ク
リ
ス
マ
ス
の
夜

 
ω
被
害
妄
想

㈲
ハ
ム
レ
ッ
ト

ω
薔
薇

ク
リ
ス
タ
ロ
イ
ド

二
巻
一
号
（
昭
和
2
5
年
-
月
1
0
日
発
行
） （

エ
ッ
セ
イ
）
稗
田
雛
子

（
エ
ッ
セ
イ
）
岸
本
光
治

（
エ
ッ
セ
イ
）
塚
本
 
邦
雄

（
エ
ッ
セ
イ
）
生
島
資
子

 
（
後
 
記
）
無
 
署
 
名

新
年
号

222
        2
221111'11頁222222

頁

塚
本
邦
雄
に
お
け
る
初
期
の
位
相
 
一
「
《
似
静
。
像
Φ
」
を
中
心
と
し
て

 
 
特
集
世
紀
の
な
か
ば

第
三
の
世
界

一
九
五
〇
年
の
つ
ぶ
や
き

夜
と
夜
の
あ
ひ
だ
に

筏
井
嘉
一
論
（
上
）

液
櫃
詩
章

秋
風
抄

失
意
の
歌

狐
と
私

水
夫

旧く
H
ω
H
O
2

 
（
評
 
論
）

 
（
評
 
論
）

・
（
評
 
論
）

 
（
評
論
）

（
短
歌
1
4
首
）

（
短
歌
3
首
）

（
短
歌
3
首
）

（
短
歌
7
首
）

（
短
歌
6
首
）

（
短
歌
7
首
）

（
時
評
）

二
巻
二
号
（
昭
和
2
5
年
2
月
1
0
日
発
行
）
 
 
二
月
号

人
間
性
と
主
題
性

悪
い
蒔

く
H
ω
H
O
2

筏
井
嘉
一
論
（
中
）

回
る
頁

新
オ
フ
エ
リ
ア

溶
け
る
歌

お
か
へ
し

初
等
文
法

国
両
磯
O
同

杉
原
・
一
司

岸
本
光
治

塚
本
邦
雄

塚
本
邦
雄

塚
本
邦
雄

行
則
＋
四
子

生生岸稗杉
島島本田原

資資四温一
子子治子司

 
（
評
論
）
杉
原

（
短
歌
1
0
首
）
稗
田

 
（
時
 
評
）
岸
本

 
（
評
論
）
塚
本

（
短
歌
5
首
）
岸
本

（
短
歌
4
首
）
生
島

（
短
歌
8
首
）
塚
本

（
短
歌
4
首
）
竹
島

（
短
歌
5
首
）
杉
原

一慶邦福光邦光宰一
司子雄子治雄治子司

2 2 2 2 2 2 2 2 1 1 1
 
 
 
の

 
 
 
1
9

2
頁
 
 
〔

 
2

 
2

 
2

 
2

 
9
θ
瞥

 
2



 
ω
愛
と
は

 
ω
漫
蜜

 
㈲
蛇

 
ω
運
命
透
硯
法

ク
リ
ス
タ
ロ
イ
ド

（
エ
ッ
セ
イ
）
生
島
 
資
子

（
エ
ッ
セ
イ
）
杉
原
 
一
司

（
エ
ッ
セ
イ
）
塚
翠
本
 
邦
雄

（
エ
ッ
セ
イ
）
稗
田
 
単
子

 
（
後
・
記
）
無
署
名

n
∠
 
、

2222

 
「
目
次
」
の
記
載
順
序
は
上
よ
り
表
題
、
ジ
ャ
ン
ル
別
、
筆
者
名
、
ペ
ー
ジ

数
で
あ
る
。
表
現
は
本
文
に
付
さ
れ
た
も
の
で
、
さ
ら
に
小
さ
く
わ
か
れ
る
も

の
は
そ
れ
を
銘
記
し
た
。
内
容
は
ジ
ャ
ン
ル
別
に
評
論
、
エ
ッ
セ
イ
、
短
歌
に

分
け
、
そ
の
他
の
も
の
は
時
評
、
後
記
に
分
け
て
分
類
し
た
。
筆
者
名
は
本
文

に
よ
っ
た
。

 
先
に
も
ふ
れ
た
が
、
こ
の
同
人
誌
「
冒
似
夢
。
住
①
」
は
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
二
頁
の

新
聞
形
式
の
も
の
で
、
一
頁
の
う
ち
わ
け
は
十
七
字
の
も
の
が
八
十
五
行
で
五

段
で
組
め
る
べ
く
構
成
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
頁
に
完
壁
に
活
字
を
打

ち
込
む
と
七
千
二
百
二
十
五
字
は
い
り
、
表
裏
二
頁
で
一
万
四
千
四
百
五
十
字

は
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
原
稿
用
紙
（
四
〇
〇
字
詰
）
で
三
十
六
枚
強
の
も

の
が
は
入
る
と
い
う
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
短
歌

を
大
き
な
活
字
で
組
ん
だ
り
、
衷
題
見
出
し
や
空
間
が
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
と
ら
れ

て
い
る
の
で
実
際
に
は
、
原
稿
用
紙
に
し
て
、
三
十
枚
強
の
も
の
が
一
号
ご
と

に
は
い
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
つ

 
一
号
ご
と
の
編
集
、
構
成
の
お
お
よ
そ
は
、
一
面
に
十
枚
前
後
の
評
論
が
一

本
（
な
い
し
、
少
し
短
い
も
の
が
二
、
三
本
）
と
、
注
目
す
べ
き
短
歌
が
一
篇
な

い
し
数
篇
と
「
覗
畳
」
と
い
う
当
時
の
短
歌
状
況
に
対
す
る
時
評
（
こ
れ
は
、
誌

面
の
都
合
上
二
面
に
は
い
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
）
か
ら
な
り
、
二
面
に
は
、
こ

れ
ま
た
評
論
が
一
本
な
い
し
二
本
と
、
短
歌
作
品
が
数
篇
と
「
フ
オ
ワ
イ
エ
」

（
の
ち
「
司
O
団
国
隣
」
）
と
い
う
エ
ッ
セ
イ
に
あ
た
る
も
の
や
「
ク
リ
ス
タ
ロ

イ
ド
」
と
い
う
編
集
後
記
か
ら
な
っ
て
い
る
。

 
全
七
号
中
、
特
集
は
第
一
巻
第
三
号
の
「
風
刺
の
精
神
」
と
第
二
巻
第
一
号

の
「
世
紀
の
な
か
ば
」
の
二
回
お
こ
な
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
三
人
ず
つ
で
こ
の
特

集
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
論
究
し
て
い
る
。

三

 
塚
本
邦
雄
の
畏
友
・
杉
原
一
司
に
つ
い
て
は
『
水
葬
物
語
」
の
扉
に
あ
る

 
「
亡
き
友
杉
原
一
司
に
転
ず
」
と
い
う
詞
書
き
に
よ
っ
て
、
そ
の
声
名
を
い
や
が

、
上
に
も
馳
せ
た
が
、
実
は
そ
の
実
体
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
知
ら
れ
る
も
の
で
は

あ
り
得
な
か
っ
た
。

 
こ
の
た
び
『
定
本
 
塚
本
邦
雄
湊
合
歌
集
」
 
（
文
藝
春
秋
 
昭
5
7
・
5
）
が

発
行
さ
れ
、
そ
の
《
別
巻
》
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
政
田
峯
生
編
纂
に
よ
る
塚
本

邦
雄
「
年
誌
」
に
、
そ
の
実
体
の
お
お
よ
そ
が
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い

る
。
杉
原
一
司
に
関
す
る
と
こ
ろ
だ
け
抜
粋
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

昭
和
二
二
年
（
一
九
四
七
年
）
二
五
歳

 
前
川
佐
美
雄
氏
に
師
事
、
「
日
本
歌
人
」
に
短
歌
を
護
表
。
未
知
の
同
人

 
杉
原
一
司
氏
の
活
動
に
注
目
す
る
。

昭
和
二
三
年
忌
一
九
四
八
年
）
二
六
歳

 
一
二
月
、
杉
原
一
司
氏
に
會
ひ
、
三
士
投
合
、
新
誌
嚢
刊
を
目
論
む
。

昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
年
）
二
七
歳

 
七
月
、
杉
原
一
司
氏
を
鳥
取
縣
八
頭
郡
丹
比
村
の
自
宅
に
訪
ね
る
。
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八
月
、
同
人
誌
「
メ
ト
ー
ド
」
を
杉
原
一
司
氏
の
命
名
に
て
創
刊
、
爾
後

'
翌
年
二
月
ま
で
に
七
號
を
編
集
議
行
。

昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
年
）
二
八
歳

 
二
月
、
杉
原
氏
が
天
理
外
語
在
學
申
病
に
臥
し
た
た
め
、
「
メ
ト
ー
ド
」

 
は
国
恥
で
慶
刊
。

 
三
月
、
鳥
取
市
立
病
院
に
杉
原
氏
を
見
舞
ふ
も
、
五
月
二
一
日
、
午
後
六

 
時
急
逝
。
杉
原
氏
よ
り
の
お
び
た
だ
し
い
手
紙
は
そ
の
ま
ま
保
管
さ
れ
て

 
み
る
。

昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
年
）
二
九
歳

 
八
月
コ
日
、
第
一
歌
集
『
水
葬
物
語
』
刊
行
打
合
せ
の
爲
、
鳥
海
多
佳

 
男
氏
來
訪
。

 
議
行
日
華
は
八
月
七
日
と
な
っ
て
み
る
が
、
一
〇
月
二
一
二
日
、
印
刷
所
よ

、
り
『
水
葬
物
語
』
限
定
＝
一
〇
部
が
到
着
。
手
許
の
嚢
邊
リ
ス
ト
に
よ

 
る
と
、
到
着
當
日
、
．
杉
原
一
司
夫
人
令
子
氏
に
記
紀
2
を
獄
本
護
邊
、

 
こ
れ
に
よ
る
と
杉
原
一
司
は
「
鳥
取
縣
八
頭
郡
丹
比
村
」
の
出
身
で
、
塚
本

氏
よ
り
四
歳
年
下
で
あ
り
な
が
ら
す
で
に
塚
本
氏
が
「
日
本
歌
人
」
に
は
入
っ

た
時
に
は
同
誌
で
活
躍
し
て
い
た
こ
と
が
解
る
。
は
じ
め
て
二
人
が
会
っ
た
の

は
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
で
、
そ
の
時
、
新
誌
発
刊
を
約
し
、
翌
昭
和
二
十
四

 
 
 
 
メ
 
ト
 
 
 
ド

年
八
月
「
罎
曾
げ
。
α
Φ
」
は
創
刊
さ
れ
た
が
、
翌
昭
和
二
十
五
年
二
月
を
も
っ
て
、

杉
原
氏
の
病
気
の
た
め
廃
刊
と
な
り
、
同
五
月
二
十
一
日
午
後
六
時
急
逝
さ
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
「
杉
原
氏
よ
り
の
お
び
た
だ
し
い
手
紙
は
そ
の
ま

ま
保
管
さ
れ
て
る
る
」
と
あ
る
書
簡
類
を
、
散
見
し
た
と
思
え
る
寺
山
修
司
の

引
用
し
た
も
の
の
一
部
を
掲
載
す
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
ね

塚
本
邦
雄
に
お
け
る
初
期
の
位
相
 
1
「
竃
傘
げ
。
創
Φ
」
を
中
心
と
し
て

か
る
。杉

原
一
司
の
手
紙
a
 
「
コ
ク
ト
オ
の
最
大
の
手
法
は
何
と
言
っ
て
も
素
材

 
を
解
繹
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
、
と
私
は
思
ふ
の
で
す
。
手
法
以
外
の
手
法

 
と
言
ふ
べ
き
も
の
の
ひ
み
つ
は
こ
れ
で
は
な
い
か
し
ら
。
デ
フ
ォ
ル
メ
と

 
は
ち
が
ふ
の
で
あ
る
。
あ
る
ひ
は
立
体
派
が
や
る
組
直
し
作
業
と
も
ち
が

 
ふ
の
で
す
。
ま
た
未
來
派
の
同
時
性
、
そ
ん
な
も
の
で
も
な
い
の
で
す
。
．

 
コ
ク
ト
オ
の
エ
ッ
セ
イ
を
見
る
と
そ
こ
に
は
直
喩
の
比
類
の
な
い
活
用
が

 
見
ら
れ
ま
す
ね
。
象
徴
で
は
な
い
あ
の
輕
妙
で
し
か
も
眞
理
に
直
入
す
る

 
思
惟
の
す
ば
ら
し
さ
。
」

杉
原
一
司
の
手
紙
b
 
「
シ
ュ
ー
ル
や
キ
ュ
ー
ビ
ズ
ム
の
手
法
が
不
健
康
な

 
の
で
は
な
い
。
素
材
が
不
健
康
だ
っ
た
の
だ
。
二
十
世
紀
藝
術
の
不
幸
の

 
所
在
は
方
法
の
解
体
主
義
で
は
な
く
素
材
の
解
体
主
義
で
あ
る
。
」

杉
原
一
司
の
手
紙
じ
 
「
近
藤
芳
美
の
素
材
主
義
に
封
し
て
で
は
な
い
が
、

 
私
は
く
方
法
主
義
V
を
提
唱
し
た
い
。
そ
し
て
く
メ
ソ
ッ
ド
V
と
い
ふ
雑

 
誌
を
出
し
た
い
。

杉
原
一
司
の
手
紙
d
 
「
メ
ト
ー
ド
派
は
ポ
エ
ジ
ー
を
よ
り
フ
ォ
ル
ム
的
に

 
（
ス
タ
イ
ル
的
で
は
な
く
）
、
ポ
エ
ム
に
構
成
す
る
。
メ
ト
ー
ド
派
は
先

 
づ
言
葉
の
発
見
か
ら
出
発
す
る
。
」

 
杉
原
と
の
文
通
は
昭
和
二
十
三
年
の
十
二
月
、
杉
原
と
会
う
豊
頃
か
ら
は
じ

ま
り
、
亡
く
な
る
昭
和
二
十
五
年
初
頭
ま
で
の
約
二
年
間
で
あ
り
、
そ
の
間
の

「
お
び
た
だ
し
い
手
紙
」
は
古
い
「
日
本
蚕
糸
統
制
株
式
墨
黒
鳥
取
出
張
所
」

．
と
い
う
用
箋
に
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
。
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掲
出
の
a
～
d
の
書
簡
で
も
解
る
よ
う
に
「
竃
ひ
昏
。
傷
。
」
創
刊
に
い
た
る
ま

で
の
、
二
人
の
志
向
が
よ
く
わ
か
る
。
a
の
書
簡
で
「
手
法
以
外
め
手
法
」
と

い
う
言
葉
が
み
え
る
よ
う
に
、
単
に
方
法
論
を
「
デ
フ
ォ
ル
メ
」
 
「
組
直
し
作

業
」
「
同
時
性
」
「
象
徴
」
等
の
言
葉
で
は
税
せ
ら
れ
な
い
、
真
理
に
直
入
す
る

 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
ヘ
 
 
へ

も
の
と
し
て
「
素
材
を
解
方
」
す
る
と
い
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て
み
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
が
解
る
。
そ
の
こ
と
は
b
c
d
の
書
間
に
お
い
て
も
「
方
法
の
解

体
主
義
で
は
な
く
素
材
の
解
体
主
義
」
と
い
い
、
近
藤
芳
美
の
「
素
材
主
義
」

に
対
し
て
く
方
法
主
義
V
と
い
い
△
百
葉
の
発
見
V
か
ら
出
発
す
る
と
い
う
。

従
来
の
く
素
材
V
主
義
に
対
し
て
、
そ
の
く
素
材
V
の
解
釈
ー
ー
メ
カ
ニ
ズ
ム

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
メ
ソ
ッ
ド

を
捌
挟
し
、
そ
の
上
で
〈
方
法
〉
を
自
立
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
、
亀

よ
く
わ
か
る
の
で
あ
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
」

 
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
「
鷺
ひ
匪
。
山
。
」
と
い
う
同
人
誌
は
杉
原
一
司
が
命
名

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
メ
ソ
ッ
ド

し
た
よ
う
に
、
評
論
と
作
品
の
両
面
か
ら
「
方
法
」
を
明
確
に
提
示
す
る
こ

と
を
こ
こ
ろ
が
け
て
い
る
。
創
刊
一
号
に
は
、
杉
原
一
司
の
「
方
法
の
位
置
i

や
さ
し
い
短
歌
論
1
」
が
巻
頭
を
飾
っ
て
い
る
。

 
だ
が
さ
う
い
ふ
む
つ
か
し
さ
を
持
つ
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
は
ら
ず
、
實

体
と
し
て
の
方
法
は
、
僕
た
ち
の
生
活
の
な
か
に
も
、
不
用
意
に
で
は
あ
る

が
生
き
つ
づ
け
て
み
る
し
、
文
學
の
上
で
言
へ
ば
ど
ん
な
つ
ま
ら
ぬ
作
品
の

な
か
か
ら
で
も
、
こ
れ
を
讃
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
。
あ
の
思
は
せ
ぶ

り
な
（
無
用
の
用
）
と
い
ふ
句
を
ま
ね
て
言
ふ
と
、
 
（
反
方
法
的
な
方
法
）

と
か
（
無
用
の
法
）
と
い
ふ
や
う
な
句
も
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
せ
ん

じ
つ
め
れ
ば
、
方
法
の
ふ
く
ま
れ
て
る
な
い
と
い
ふ
こ
と
毛
、
一
つ
の
方
法

の
主
張
で
あ
っ
て
、
言
ひ
わ
け
み
た
い
で
は
あ
る
が
、
や
は
り
こ
れ
も
一
つ

の
方
法
で
あ
る
こ
と
に
ち
が
ひ
は
な
い
。

 
す
な
わ
ち
、
さ
き
ほ
ど
の
手
紙
a
で
言
っ
て
い
た
「
手
法
以
外
の
手
法
」
の

こ
と
を
、
さ
ら
に
こ
こ
で
は
「
反
方
法
的
な
方
法
」
 
「
無
用
の
法
」
と
い
う
言

葉
で
律
し
、
前
提
と
し
て
「
方
法
」
論
と
い
う
も
の
は
、
い
か
な
る
も
の
、
い

か
な
る
作
品
の
な
か
に
も
含
ま
れ
て
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
閾
明
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
前
提
の
上
に
立
っ
た
上
で
、
「
文
学
上
の
方
法
」
と
い

う
も
の
を
、
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
！
．

 
①
い
か
に
書
く
か

 
②
 
も
の
の
見
方
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・

 
⑧
素
材
を
ど
う
解
釈
す
る
か

 
④
ど
う
い
う
ふ
う
に
組
み
た
て
る
か

と
い
う
四
点
に
主
眼
を
お
い
て
分
析
し
て
い
る
。

 
①
と
②
の
「
い
か
に
書
く
か
」
と
「
も
の
の
見
方
」
は
創
作
者
自
身
の
「
創

 
ヘ
 
 
へ

作
態
度
」
論
で
あ
ヶ
、
・
③
と
④
の
「
素
材
を
ど
う
解
澤
す
る
か
」
と
「
ど
う
い

う
ふ
う
に
組
み
た
て
る
か
」
は
「
創
作
過
程
の
技
術
」
論
で
あ
る
。
こ
れ
を
み

る
と
き
、
杉
原
の
論
理
の
斬
れ
味
の
す
ご
さ
は
方
法
論
を
、
単
に
③
と
④
の
技

術
群
言
み
に
お
か
ず
、
①
と
②
の
態
度
論
と
の
組
み
合
わ
せ
の
上
で
み
て
い
る

と
こ
ろ
に
あ
る
。
 
 
 
 
 
 
 
・
．

 
何
の
へ
ん
て
つ
も
な
い
現
實
が
あ
る
が
、
そ
の
形
、
色
あ
ひ
な
ど
は
誰
に

と
っ
て
も
さ
う
攣
り
の
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
が
、
受
け
と
る
側
に
は
眼

だ
け
で
な
い
、
い
ろ
い
ろ
な
思
想
や
、
感
情
が
起
る
に
ち
が
い
な
い
、
そ
れ

・
が
（
見
か
た
）
を
動
か
す
の
だ
。
方
法
の
根
本
は
そ
の
見
か
た
で
あ
り
、
現
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實
を
い
か
に
受
け
と
る
か
に
よ
っ
て
、

實
を
つ
く
る
。

現
實
は
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
な
別
の
現

 
方
法
的
態
度
と
は
實
験
的
態
度
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
い

ま
ま
で
僕
た
ち
は
妙
に
艶
だ
し
に
だ
け
こ
っ
て
み
た
の
で
あ
る
が
、
長
さ
も

計
ら
ず
、
組
み
た
て
も
せ
ず
し
て
、
艶
な
ど
出
せ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
ふ

こ
と
を
今
こ
そ
よ
く
わ
き
ま
へ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
も
ち
ろ
ん
文
学
、
こ
と

に
詩
は
建
築
や
愚
書
な
ど
と
は
ひ
ら
き
が
あ
る
が
、
や
は
り
習
作
、
試
作

で
は
設
計
図
の
や
う
に
、
頭
で
案
を
練
る
こ
と
が
大
切
で
あ
っ
て
、
客
翻
描

窩
、
も
の
が
た
り
的
な
も
の
の
描
篤
も
重
ん
ず
べ
き
で
あ
り
、
構
想
す
る
態

度
を
忘
れ
て
は
、
詩
情
は
む
な
し
い
あ
こ
が
れ
の
姿
勢
に
終
る
も
の
だ
と
言

へ
る
だ
ら
う
。

 
以
上
の
よ
う
に
杉
原
一
司
は
「
］
≦
ひ
魯
。
血
。
」
の
出
発
に
あ
た
っ
て
、
「
方
法
」

論
を
単
に
方
法
的
技
術
論
に
の
み
偏
重
さ
せ
な
い
で
、
文
学
に
対
す
る
根
本
的

な
態
度
論
と
か
ら
め
て
考
察
し
、
そ
の
上
で
再
び
方
法
的
実
験
的
態
度
を
關
明

し
て
い
っ
た
。
．
以
降
の
論
文
で
彼
は
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
問
題
を
先
鋭
化
さ
せ

「
言
語
」
と
「
比
喩
」
と
「
素
材
そ
の
も
の
の
物
体
的
解
繹
」
と
い
っ
た
と
こ

ろ
に
力
点
を
お
い
て
言
及
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

 
古
來
吾
國
で
は
「
歌
道
」
と
か
「
し
き
し
ま
の
道
」
と
か
い
は
れ
て
、
倫

理
的
な
要
素
に
よ
っ
て
批
評
の
規
準
、
創
作
の
原
理
が
支
配
さ
れ
る
場
合
が

多
か
っ
た
が
、
'
こ
れ
鳳
い
つ
れ
も
文
學
そ
の
も
の
の
へ
の
安
易
な
セ
ン
チ
X

ン
ト
の
及
ぼ
し
た
罪
悪
で
あ
り
、
文
學
や
短
歌
の
青
煮
と
も
な
っ
た
の
で
あ

塚
本
邦
雄
に
お
け
る
初
期
の
位
相
 
1
「
と
無
ゲ
。
住
。
」
を
中
心
と
し
て

る
。
こ
の
や
う
な
混
同
と
碑
秘
的
な
解
繹
の
根
源
に
は
、
言
語
野
が
問
題
と

さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
所
謂
言
餓
的
言
語
観
を
根
抵
と
す
る
思
惟
の
及
ぼ

し
た
害
毒
は
、
ま
こ
と
に
大
き
く
且
つ
そ
の
場
手
は
深
い
。
今
後
短
歌
の
正

統
性
回
復
は
言
語
観
の
修
正
な
し
に
は
絶
封
不
可
能
で
あ
ら
う
が
、
勿
論
言

語
は
純
酔
に
物
質
的
で
あ
り
得
な
い
と
し
て
も
、
吾
々
が
こ
れ
を
物
質
的
に

規
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
由
な
騙
使
へ
の
道
を
開
き
落
餌
を
可
能
な
ら

し
め
、
宿
入
営
さ
れ
て
る
る
性
格
か
ら
の
腕
出
を
こ
こ
ろ
み
る
こ
と
は
、
實

瞼
が
ジ
ャ
ン
ル
へ
の
最
も
有
用
な
批
評
で
あ
る
こ
と
を
知
る
と
き
、
決
し
て

無
意
味
な
遊
戯
と
考
へ
ら
れ
る
や
う
な
こ
と
は
な
い
で
あ
ら
う
。
 
（
杉
原
一
噛

司
「
感
傷
排
除
の
態
度
」
〈
霞
ひ
鼻
＆
Φ
V
一
巻
二
号
）

○
今
日
風
刺
文
學
を
希
求
す
る
立
場
に
は
、
多
く
の
不
純
な
も
の
が
ふ
く
ま

れ
て
る
る
。
そ
の
一
、
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
風
刺
文
學
を
求
め
る
と
す
れ
ば
、

時
代
錯
誤
も
は
な
は
だ
し
い
。
そ
の
二
、
風
刺
の
属
性
で
あ
る
比
喩
、
反
語
、

逆
説
、
…
機
智
、
詣
諺
を
風
刺
の
本
質
的
な
態
度
と
混
同
し
て
は
な
ら
な
い
。

○
比
喩
の
三
つ
の
機
能
。
そ
の
一
、
言
語
そ
の
も
の
が
事
物
の
比
喩
で
あ
る

と
す
る
立
場
。
そ
の
二
、
楯
と
し
、
手
段
と
す
る
立
場
。
そ
の
三
、
修
飾
法

と
し
て
の
立
場
。

○
言
論
の
自
由
が
保
澄
さ
れ
れ
ば
、
比
喩
は
修
飾
法
と
し
て
の
機
能
の
み
と

な
る
。
第
一
の
立
場
は
自
明
の
理
。
（
杉
原
一
司
「
ご
く
そ
ぼ
く
で
し
か
も

ち
ひ
さ
な
お
ぼ
え
が
き
」
〈
竃
騨
げ
。
α
o
＞
一
巻
三
号
）

 
切
れ
ば
直
ち
に
血
の
ほ
と
ば
し
り
出
る
現
説
1
さ
う
い
ふ
所
に
だ
け
人
間

性
は
ひ
そ
む
澤
の
も
の
で
は
な
く
、
藝
術
の
秘
密
は
さ
う
い
ふ
誠
實
さ
だ
け
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を
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
わ
れ
わ
れ
の
感
性
は
さ
う

．
い
ふ
悪
臭
か
ら
の
が
れ
て
、
健
康
で
ゆ
ら
ぎ
の
な
い
建
築
を
願
ふ
も
の
だ
。

そ
の
た
め
に
は
今
迄
短
歌
が
傳
統
と
し
て
來
た
、
う
は
つ
い
た
美
群
麗
句
的

修
辞
法
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
も
っ
と
素
材
、
言
語
に
即
し
た
表
現
が
パ
ピ
エ

・
コ
レ
や
コ
ラ
ア
ジ
ュ
を
直
ち
に
眞
似
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
素
材

そ
の
も
の
の
物
体
的
解
繹
や
言
語
定
見
の
態
度
を
も
つ
て
、
主
題
性
へ
の
抵

抗
を
試
み
る
こ
と
は
出
來
る
の
で
あ
る
。
（
杉
原
一
司
「
人
間
性
と
主
題
性
」

〈
と
簿
。
酎
畠
Φ
〉
二
巻
二
号
）

四

革
命
歌
詞
作
家
に
司
り
か
か
ら
れ
て
す
こ
し
つ
つ
液
化
し
て
ゆ
く
ピ
ア
ノ

 
こ
の
作
品
は
『
水
葬
物
語
」
巻
頭
一
項
目
「
未
来
史
」
中
「
平
和
に
つ
い
て
」

十
首
中
の
冒
頭
の
一
首
で
あ
る
。
実
は
こ
の
「
革
命
歌
作
詞
家
」
の
一
首
は
、

そ
の
初
出
を
「
霞
無
げ
。
恥
。
」
第
一
十
二
号
に
「
扇
」
八
首
と
し
て
発
表
し
た
最

初
の
一
首
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
一
首
が
載
っ
て
い
た
一
連
を
掲
出
す
る
と
次
の

よ
う
に
な
る
。

 
 
 
扇
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
塚
本
邦
雄
 
 
・

革
命
歌
作
詞
家
に
莞
り
か
か
ら
れ
て
す
こ
し
つ
つ
液
化
し
て
ゆ
く
ピ
ア
ノ

樂
人
を
追
っ
た
市
長
が
つ
ぎ
の
夏
鞭
つ
れ
て
か
へ
る
1
市
民
の
た
め
に

魚
卵
艀
化
所
を
中
心
に
あ
み
の
目
の
み
ち
成
り
ぬ
市
長
夫
人
の
没
後

葡
萄
園
ふ
く
む
領
地
を
す
て
た
日
の
ま
ま
に
伯
欝
夫
人
手
を
組
み

密
會
の
み
ち
か
へ
り
く
る
少
女
ら
は
夜
を
扇
の
や
う
に
身
に
つ
け

灯
の
と
も
る
ま
へ
の
せ
り
ふ
に
ゆ
び
さ
き
が
あ
つ
い
操
り
人
形
芝
居

・
ア
ル
バ
ト
ロ
ス
の
卵
の
か
ら
に
皇
帝
は
落
胤
の
名
の
か
ず
か
ず
し
る
す

幕
あ
ひ
の
幕
の
う
し
ろ
で
し
り
あ
っ
売
検
死
人
と
プ
リ
マ
ド
ン
ナ
の
情
死

 
塚
本
自
身
、
冒
頭
の
「
革
命
歌
作
詞
家
」
の
一
首
は
形
象
の
面
か
ち
も
、
・
方

法
の
面
か
ら
も
、
内
容
の
面
か
ら
み
て
も
よ
ほ
ど
自
信
が
あ
っ
た
ら
し
く
こ
の

「
扇
」
の
連
作
の
ト
ッ
プ
に
も
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
一
連
の
題
で
あ
る
「
扇
」

は
五
首
目
の
、

 
密
會
の
み
ち
か
へ
り
く
る
少
女
ら
は
夜
を
扇
の
や
う
に
身
に
つ
け

か
ら
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
全
体
を
統
一
す
る
題
と
は
少
し
く
言
い
が
た

い
側
面
を
も
っ
て
い
る
。
実
は
こ
の
一
首
は
の
ち
に
『
水
葬
物
語
」
に
お
い
て

は
八
聯
目
「
い
図
ω
勺
O
団
竃
国
ω
U
濁
○
ピ
》
↓
H
O
d
国
」
中
の
「
扇
の
歌
」
十

首
中
の
四
首
目
に
配
列
さ
れ
な
お
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
い
え
ぱ
、
こ
の
「
革
命

．
歌
作
詞
家
」
の
一
首
も
、
最
初
に
ふ
れ
た
よ
う
に
『
水
葬
物
語
』
で
は
一
聯
目

 
「
未
華
墨
」
申
の
「
亭
和
に
つ
い
て
」
十
首
中
の
冒
頭
歌
と
し
て
組
み
な
お
さ

れ
て
い
る
し
、
二
首
目
、
三
首
目
の
「
黒
人
」
と
「
魚
卵
艀
化
所
」
の
歌
は
、

つ
づ
く
「
未
來
史
」
中
の
「
市
民
」
の
歌
十
首
中
の
二
首
目
と
三
首
目
に
少
し

変
え
ら
れ
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

 
三
人
を
逐
っ
た
市
長
が
つ
ぎ
の
夏
、
蛇
つ
れ
て
か
へ
る
i
市
民
の
た
め
に

 
魚
卵
艀
化
所
を
中
心
に
綴
歌
の
道
成
り
ぬ
。
市
長
夫
人
の
残
後

 
 
つ
．
ダ
く
四
首
目
の
「
葡
萄
園
」
の
歌
は
「
水
葬
物
語
』
中
の
ど
こ
に
も
み
あ

た
ら
ず
、
没
に
な
っ
て
い
る
。
六
首
目
の
「
灯
の
と
も
る
」
の
歌
は
九
尊
目
の

 
「
環
歌
路
」
中
「
催
眠
歌
」
十
首
中
の
九
首
目
に
漢
字
、
ル
ビ
等
が
少
し
く
変

え
ら
れ
て
次
の
よ
う
な
か
た
ち
で
載
っ
て
い
る
。
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ひ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
せ
り
ふ

 
燈
の
と
も
る
ま
へ
の
璽
詞
に
ゆ
び
さ
き
が
あ
つ
い
操
り
人
形
芝
居

 
同
じ
く
、
七
首
目
の
「
ア
ル
バ
ト
ロ
ス
」
の
歌
は
二
霞
目
「
鎮
魂
曲
」
中
「
帆

の
歌
」
十
首
申
の
八
首
目
に
、
八
首
目
「
幕
あ
ひ
の
」
の
歌
は
三
牲
目
「
水
葬

物
語
」
申
の
「
溶
け
る
歌
」
十
首
中
の
七
首
目
に
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
な
か
た

ち
で
載
っ
て
い
る
。

 
ア
ル
バ
ト
ロ
ス
の
卵
の
殼
に
皇
帝
は
落
胤
の
名
の
か
ず
か
ず
し
る
す

 
ま
く
あ
い

 
幕
聞
の
幕
の
う
し
ろ
で
な
れ
そ
め
し
検
死
人
と
プ
リ
・
マ
ド
ン
ナ
の
情
死

 
以
上
の
例
で
も
わ
か
る
よ
う
に
 
「
竃
騨
げ
。
仙
Φ
」
時
代
の
作
品
は
『
水
葬
物

語
」
に
採
用
さ
れ
る
と
き
、
多
少
の
粉
飾
や
ル
ビ
や
漢
字
の
改
訂
が
お
こ
な
わ

れ
、
そ
の
上
で
構
成
・
配
列
の
面
で
徹
底
的
に
な
お
さ
れ
た
こ
と
が
解
る
の
で

あ
る
。

 
さ
ら
に
、
こ
こ
で
は
冒
頭
一
首
の
「
革
命
歌
作
詞
家
」
の
歌
に
限
局
し
て
論

究
し
て
み
る
之
、
こ
の
歌
は
昭
和
二
十
五
年
当
時
の
戦
後
の
革
命
幻
想
が
ま
こ
，

と
に
み
ご
と
に
風
刺
さ
れ
て
歌
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
解
る
。
か
つ
て
、
こ
の

作
品
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
鑑
賞
し
だ
こ
と
が
あ
る
の
で
引
用
し
て
み
る
。

「『

v
命
歌
作
詞
家
に
免
り
か
か
ら
れ
」
る
こ
と
に
よ
っ
て
『
液
化
し
て
ゆ
く
ピ

ア
ノ
」
な
ど
、
か
つ
て
誰
も
短
歌
で
詠
ん
だ
も
の
は
い
な
い
。
言
語
の
意
味
の

指
示
の
み
を
信
じ
て
き
た
も
の
に
と
っ
て
は
、
あ
の
硬
質
の
黒
び
か
り
す
る

「
ピ
ア
ノ
」
、
（
物
質
）
が
『
革
命
歌
作
詞
家
』
 
（
人
間
）
に
免
り
か
か
ら
れ
よ

う
が
、
焼
か
れ
よ
う
が
決
し
て
『
液
化
」
な
ど
し
な
い
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い

る
。
だ
が
、
こ
の
次
元
に
お
け
る
塚
本
邦
雄
の
命
題
は
、
そ
う
し
た
日
常
形
而

下
的
な
言
葉
の
次
元
で
の
『
詩
』
な
ど
つ
く
る
に
価
し
な
い
、
言
葉
の
も
う
一

つ
の
自
己
表
出
的
な
機
能
を
全
円
的
に
開
放
し
『
イ
メ
ー
ジ
」
を
つ
き
つ
め
る

こ
と
に
よ
っ
て
『
あ
る
べ
か
り
し
」
世
界
の
創
出
に
か
け
る
こ
と
に
あ
っ
た
の

塚
本
邦
雄
に
お
け
る
初
期
の
位
相
 
1
「
冒
似
夢
。
α
o
」
を
中
心
と
し
て

で
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
『
革
命
歌
作
詞
家
』
と
い
う
第
三
人
称
的

ア
ル
タ
ー
・
エ
ゴ
が
作
品
の
中
に
動
か
ざ
る
主
語
と
し
て
よ
み
が
え
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
決
し
て
他
の
も
の
に
変
換
し
よ
う
の
な
い
主
語
で
あ
る
。
 
『
革
命

歌
作
詞
家
」
だ
か
ら
こ
そ
ピ
ア
ノ
が
『
液
化
』
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
決
し

て
『
國
家
作
詞
家
』
等
で
あ
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
あ
る
。
」
門
（
『
水
葬
物
語
』

論
」
）
こ
の
「
革
命
歌
作
詞
家
」
の
歌
は
、
以
上
の
鑑
賞
で
も
あ
き
ら
か
な
よ

う
に
「
言
葉
」
が
杉
原
一
司
が
言
う
よ
う
に
・
「
物
質
的
で
あ
り
得
な
い
と
し
て

も
吾
々
が
こ
れ
を
物
質
的
に
規
定
」
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
稀
有
の
一
首
と
み

な
し
て
も
よ
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
一
首
を
創
作
す
る
た
め
に
は
、
杉
原
一
司

の
評
論
の
影
響
が
当
然
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
「
竃
ひ
鏑
。
幽
①
」
創

刊
号
に
杉
原
の
次
の
よ
う
な
四
首
の
作
品
が
あ
っ
た
こ
と
と
関
連
さ
せ
て
、
考

察
し
て
み
た
い
。

 
 
指
 
・
 
手
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
杉
原
一
司

ゆ
び
さ
き
は
繊
毛
と
な
り
核
と
な
り
夜
は
と
う
め
い
な
ね
ん
液
と
な
り

物
置
の
ピ
ア
ノ
の
キ
ー
を
は
ね
あ
る
ぐ
幼
時
の
ゆ
び
や
わ
が
は
は
の
翠

雲
ふ
か
く
没
す
る
ほ
そ
き
釣
革
に
ぶ
ら
さ
が
っ
て
る
お
び
た
だ
し
い
手

業
貝
の
無
明
の
あ
ゆ
み
は
て
の
ひ
ら
に
ま
た
不
吉
な
る
溝
ほ
り
そ
へ
て

 
こ
の
四
首
は
、
杉
原
自
身
が
言
っ
て
い
る
「
言
語
」
の
物
質
化
の
意
図
の
も

と
に
制
作
さ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
こ
ま
で
言
語
が
日
常
性
や
好
情
性
を
放
評
し

で
無
機
物
化
さ
れ
て
は
い
な
い
。
題
名
に
あ
る
よ
う
に
「
指
・
手
」
の
発
想
か

ら
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
一
首
目
の
「
ゆ
び
さ
き
」
が
段
々
と
「
繊
毛
」
と
な

り
「
核
」
と
な
っ
て
つ
い
に
は
透
明
な
「
ね
ん
液
」
と
な
っ
て
ゆ
く
と
い
う
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歌
は
一
時
期
の
萩
原
朔
太
郎
の
ア
フ
ォ
リ
ズ
ム
的
な
領
域
で
あ
り
、
二
回
目
の

「
ピ
ア
ノ
」
'
を
う
た
い
な
が
ら
「
幼
時
の
ゆ
び
」
か
ら
「
わ
が
は
は
の
指
」
へ

と
連
想
を
つ
ら
ね
て
い
る
歌
も
、
い
ま
ひ
と
つ
単
な
る
回
想
段
階
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
同
じ
く
三
、
四
首
目
の
歌
と
な
る
と
「
雲
ふ
か
く
没
す
る
ほ
そ
き
釣

革
」
と
い
い
「
て
の
ひ
ら
に
ま
た
不
吉
な
る
溝
ほ
り
そ
へ
て
」
と
い
い
、
単
な

る
空
想
的
範
疇
を
こ
え
る
も
の
と
億
思
え
な
い
。

 
だ
が
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
四
首
中
の
一
首
目
の
「
ゆ
び
さ

き
」
が
「
ね
ん
液
」
と
な
る
と
い
う
発
想
と
二
首
目
の
埃
だ
ら
け
の
物
置
に
あ

る
「
ピ
ア
ノ
」
の
発
想
が
、
塚
本
邦
雄
の
「
革
命
歌
作
詞
家
に
回
り
か
か
ら
れ

て
す
こ
し
つ
つ
液
化
し
て
ゆ
く
ピ
ア
ノ
」
と
い
う
一
首
に
少
な
か
ら
ず
影
響
を

あ
た
え
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
と
う
め
い
な

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
へ

ね
ん
液
」
と
な
る
と
い
う
発
想
が
「
液
化
し
て
ゆ
く
（
手
）
」
で
は
な
く
「
液

 
 
 
 
・
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ア
ル
チ
ザ
ン

化
し
て
ゆ
く
ピ
ア
ノ
」
に
な
っ
た
と
こ
ろ
に
塚
本
邦
雄
の
言
語
の
職
人
と

し
て
の
抜
群
の
手
腕
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
れ
に
杉
原
の
ピ
ア
ノ
を
奏
で

る
「
わ
が
は
は
の
指
」
が
、
塚
本
の
場
合
、
一
挙
に
「
革
命
歌
作
詞
家
（
の
指
）
」

と
な
っ
て
形
象
を
獲
得
し
、
ま
っ
た
く
別
の
次
元
の
短
歌
と
な
っ
て
よ
み
が
え

っ
た
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
杉
原
の
「
ピ
ア
ノ
の
キ
ー
を
は
ね
あ
る
．

く
幼
時
の
ゆ
び
」
が
「
免
り
か
か
ら
れ
て
す
こ
し
つ
つ
液
化
」
す
る
と
い
う

ぐ
あ
い
に
、
言
語
が
従
来
の
意
味
範
疇
を
大
幅
に
超
脱
し
無
機
物
化
さ
れ
た
上

 
 
 
 
 
 
 
 
イ
マ
 
ジ
ユ

で
、
次
な
る
新
し
い
 
像
 
を
獲
得
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
さ
ら
に
、
杉
原
一
司
は
「
寓
ひ
島
a
o
」
二
号
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
「
言
．

語
」
の
実
験
を
し
て
い
る
。

 
 
風
景

ハ
ズ

バ
ス

パ
ス

バ
ス
キ
・
ユ
ー
ル
・
ブ
リ
ッ
ジ

バ
ス
・
ケ
ー
プ

バ
ス
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

バ
ス
チ
ィ
ー
ユ

バ
ス
・
ボ
：
ト

註

杉
原
一
司

ハ
ズ
（
出
9
の
び
9
昌
α
）
、
バ
ス

（
し
d
g
o
。
ω
）
、
パ
ス
（
切
二
の
）
、

バ
ス
チ
ィ
ー
ユ
（
】
U
”
じ
ヴ
9
ω
什
一
＝
O
）

 
こ
の
杉
原
の
「
言
語
」
の
実
験
は
、
単
な
る
お
も
い
つ
き
程
度
の
「
言
葉
あ

そ
び
」
と
称
さ
れ
て
も
し
か
た
の
な
い
山
面
を
も
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

を
う
け
、
さ
ら
に
精
密
に
フ
ラ
ン
ス
語
と
日
本
語
を
対
照
さ
せ
、
三
十
一
音
の

短
歌
形
式
に
入
れ
こ
む
と
い
う
言
語
実
験
を
塚
本
邦
雄
は
「
竃
ひ
聾
。
似
。
」
第
五

号
で
お
こ
な
っ
て
い
る
。

實
験
室

 
 
ぱ
そ
・
ど
ぶ
れ
，

エ
ス
キ
ャ
ル
ゴ
オ
 
・
か
た
つ
む
り

エ
コ
ル
ス
 
 
 
 
・
樹
の
皮

塚
本
邦
雄
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エ
コ
オ

エ
ス
キ
ャ
ル
パ
ン

エ
リ
ス

エ
リ
ス
プ
ス

エ
ス
キ
ナ
ン
シ
イ

 
 
 
創
生
記

ナ
ル
ヴ
ァ
ル
・

・
う
は
さ

・
舞
踏
鞘

幽
・
ら
せ
ん

・
だ
え
ん

・
に
扁
桃
線
炎

 
 
 
 
 
 
心
意
ル
・
ヌ
ウ
ヴ
エ
ル

一
角
魚
・
黒
穗
・
風
聞
・
神
の
酒
・
・
く

ネ
ク
タ
ア
ル
・
ノ
エ
ル
・
マ
ル
・
ミ
ル

り
す
ま
す
・
恵
・
千
・
貝
・
海
・
・
死

ム
ウ
ル
・
メ
エ
ル
・
・
…
モ
オ
ル

 
 
 
愛
撫

ル
・
コ
ニ
ャ
ッ
ク
・
ラ
・
マ
ニ
フ
ィ
サ
ン
ス

エ
・
・
ル
・
シ
イ
ニ
ュ
・
ラ
レ
ニ
エ
・
ラ
・
ミ

，
ニ
ヨ
ン
・
エ
…
レ
・
シ
ャ
ム
ピ
ニ
ョ
ン

 
き
つ
い
酒
・
華
美
な
し
な
も
の
・
白
い

 
鳥
・
蜘
蛛
と
可
愛
い
女
と
・
・
き
の
こ

 
 
 
御
神
託

シ
レ
ツ
ク
ス
 
 
 
 
 
×
 
 
ひ
う
ち
石

シ
ル
・
シ
ス
・
シ
ェ
ル
×
腱
毛
・
六
・
天

シ
カ
ト
リ
ス
 
 
 
 
×
 
．
く
ろ
い
癒

 
以
上
の
こ
と
か
ら
綜
合
し
て
言
え
る
こ
と
は
、
塚
本
邦
雄
の
初
期
の
時
代
を

代
表
す
る
「
蜜
卑
ゲ
。
山
Φ
」
は
、
そ
の
誌
面
の
一
方
の
極
を
塚
本
邦
雄
が
実
作
に

お
け
る
「
方
法
」
を
も
っ
て
代
表
し
、
杉
原
一
司
が
評
論
を
も
っ
て
も
う
一
方

の
極
を
代
表
し
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
が
、
そ
れ
も
昭
和
二
十
五
年

五
月
二
十
一
日
、
馳
杉
原
一
司
の
死
を
も
っ
て
、
以
降
塚
本
邦
雄
自
身
の
中
で
こ

の
二
つ
の
「
方
法
」
を
総
合
的
に
ア
マ
ル
ガ
ム
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
、
之

い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
決
意
の
書
と
し
て
第
一
歌
集
『
水
葬

物
語
』
は
編
ま
れ
、
「
亡
き
友
 
杉
原
一
司
」
に
献
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
る
コ
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ナ
ア
ク
ル
・
ナ
ザ
ル
 
 
×
眞
珠
母
・
鼻
音

ナ
タ
ル
・
ナ
ル
シ
ス
 
 
、
×
う
ま
れ
・
水
仙

塚
本
邦
雄
に
お
け
る
初
期
の
位
相
 
1
「
蜜
無
び
。
侮
Φ
」
を
中
心
と
し
て

‘


